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今号からメールではなく新聞形式での星の
子便りです！どうぞ楽しんでください☆

今月のトピック
○１月の活動報告（三浦）
○２月の活動報告（三浦）
○３月の活動報告（吉留）
○ From Facebookなど

＜1月活動報告＞ � 2012.1.15 in サローネ

● パティシエになっちゃった！

去年も好評だった職業紹介プログラムで、今年は

「パティシエになろう！」。 

メンバーの山北さんのご紹介でパティシエの結城

さんにお越しいただいて、パティシエのお仕事を

紹介してもらいました。参加したのは大人 23 名

、子ども 32 名。

結城さんからのお話の後、班ごとにゼリー作りと、

カップケーキのデコレーション。  

デコレーションは思っていた以上に上手な子が多

く、かわいいケーキがたくさんできました。  

班ごとで何かを作るような、グループ行動の多い

活動は、上級生が下の子たちに上手に指示をし

てくれるなど、子どもの成長が見えて大人も楽し

めますね。 （三浦）

＜2月活動報告＞  2012.2.19 in サローネ

● アートな才能が炸裂！

子どもたちと、自由に大きな絵を描くのがメインイ

ベントの「アートの海で泳ごう」 という初めての企

画。大人 16 名、子ども約 15 名が参加しました。

 

まず初めに、メンバーの小島さんによる、ボラン

ティアに向けた「子どもの絵ほめかた」講座。 （内

容は 3P をご覧ください。）

子どもが集合してからは、スライドを使って「色々

な視点から物を見ること」の説明をし、視点を変

えるとおもしろい身近なものを探しに、サローネ・

すずらん・中庭を探索しました。  

次にサモトラケのニケ（勝利の女神：ギリシア美術

）の欠けた腕や顔を想像 し、付け加える「つづき

を考えてみよう」のコ ーナー。  

そしてジャクソン・ポロック（アメリカの有名画家）

の描いた絵の説明をし、いよいよメインのアートの

海。  

初めは遠慮しがちだった子ども達も、最後には自

由に絵具を塗ることを楽しんでくれたようです。

（三浦） 
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＜ 3 月活動報告＞  2012.3.18 � in 錦糸町

● 煙、暴風雨、地震体験をしたよ！

様々な体験を通して防災意識を高めることがで

きる本所防災館に遠足に行きました。参加した

のは大人 21 名、子ども 17 名。

駅では自分たちで切符を買うという練習もして、

いざ錦糸町へ。

現地でお弁当と食べた後に、東京を津波が襲っ

たら…というドラマ仕立ての映像「 TOKYO 津波

警報�~確かな避難~」を大きなスクリーンで見

ました。東日本大震災後に作った最新映像なの

で、とてもリアリティがあり、考えさせられる映像

で、子ども達も真剣に見ていました。

その後は、2つのグループに分かれて、「煙体験

」「暴風雨体験」「地震体験」「消火体験」に参加

しました。

地震体験では、震度 5 ~ 7 を体験。揺れが収

まった瞬間にガスの元栓を締めたり、出口の確

保をしないといけないのですが、子ども達は意外

にも！？テキパキとこなしていてびっくり！！��えら

い！！インストラクターの方の説明もきちんと聞い

ていたようです。

どの体験も実によく出来ていて、大人にも子ども

にも、普段はできない貴重な体験になりました。

今回は、「キッズの活動中（遠足）に、実際に震

災が起きたらどうする ？」というのも一つのテーマ

にして、帰路で地震が起きた場合を想定し、グ

ループごとに緊急連絡をする訓練もしました。コ

ニュニティサイトの Facebook を通して連絡を

とりあいましたが、今後、他の方法も試してみて

、安全対策をしっかりとしていきたいと思います。

（吉留 ）

＜ 3 月卒業遠足＞  2012.3.11 �

● �卒業おめでとう！ �いっぱい遊ぼ ！

卒業遠足でラウンドワンの「スポッチャ」に行

ってきました！�参加したのは6年生 8 名と大

人 11 名。

まずプロミスで社会貢献の仕事をしている

方に講師に来て頂いてサローネでマネー講

座。お金に関するクイズやカードゲームをし

ました。その上で今日の予算一人 3000 円

の中でどうお金を使うか、ファミレスのメニュ

ーやラウンドワンのパンフを見ながら自分で

予定を立てました。

スポッチャでは大人も混ぜてバレーしたり、

サッカーしたり、テニス、卓球、ローラースケ

ート、ミニバイクレース、ゲーム、マンガ喫茶

も。卒業遠足なので普段の活動では｢ダメだ

よ｣と言いたくなるマンガをひたすら読むと

いうのも、見守りながら好きなことをしてもら

いました。

私はローラースケート初めてで、子どもに教

えてもらいながら超よちよち滑りました。よち

よちでも滑れると爽快 ！

女の子たちはアクティブにみんなでスポーツ

したりしていて、男の子たちはあまりやりたい

ことが見つからなくてマンガ喫茶にいたりし

て、女子肉食男子草食化ってこんな感じか

しら。

中学からは家庭に帰る子もいます。赤沼さん

の奥様が最後子どもたちに ｢あんなに小さか

ったのに大きくなってくれてありがとうね｣と

声をかけて下さいました。

幸いみんなお金が足りなくなることはなくて

、講師の方にも誉めて頂いて、ちょっと自信

にもなったんじゃないかな。

春からは中学生。いい卒業の記念になりまし

たね。（杉田 ）

<<< 今後の活動予定 >>>

4 月 15 日（日）��「電車で GO! 」（遠足）
������������������������（人気企画、再び！）
5 月 20 日（日）�「自然を観察しよう！」（遠足）
�����������������������（赤羽自然公園へGO ！）
6 月 17 日（日）�「お金って何だろう？」（屋内）
�����������������������（プロミスとのコラボ♪）



みんなのお弁当み~せて！ (^_^)☆ FromFacebook
                  . .www facebook com
このコーナーでは Facebook のキッズコミュティ
ページに投稿されたコメントの一部をご紹介します。

杉本� 2月 26日� 21:10
リービングケア委員会に参加してきました。今回は我
々のホーム、星美ホームサローネでの開催ということ
で、準備からお手伝いしてきました。

リービングケア委員会というのは、ざっくりいうと施設
を出る児童の自立サポートを考える、施設職員さんや
NPO さん、ボランティアさん、などなどたちの会です。
総勢 80 名くらい。

さまざまな施設職員さん、団体の方々と交流すること
で色々活動を学ぶことができてとても勉強になりまし
た。

杉田� 2 月 26日� 21:48
私の参加したグループは、こどもに夢をもって欲しいと
思うけれども、それがアイドルや漫画家になりたいとい
う夢だったらどう現実とすり合わせるかという議論をし
たり。
感じたのは私たちは施設の先生と連携があまりとれて
いなくて、こどもと接する中で感じる問題をほぼ個人の
経験則で対処していて、それを先生にフィードバック
できてもいないということです。中には病気の症状ある
いは兆候から出ていることもあり、それには正しい対処
や先生との連携が大事です。これから改善していきた
いです。
また懇親会では他団体さんのお話をお聞きして、新し
い企画のアイディアも生まれました。お楽しみに~。

いいね！��������コメントする��������投稿をフォローする

この記事は、小学校の図画工作の文部科学大臣賞を選定した
奥村高明先生の授業や書籍の内容の一部をキッズメンバーの
小島さんがまとめたものです。小島さん、ありがとうございます！

編集部から
リニューアル特大号、いかがでしたか？�今後は2~3ヶ月に
1回、発行の予定です。お楽しみに！（吉留）
『友だちとは、暇な時に会う関係。それ以上の関係とは、会
うために暇を作る関係。』きつかわゆきお
星の子キッズに参加される皆さんは、この活動に大きな価
値を抱いておられるなぁと感じ、こんな詩を思い出した次第
です。（渡辺）

子どもの絵★ほめかた講座
まず、完成したことを「できたね」と、
子どもの顔を見て共有しよう。

そして「上手だね」
などと評価するのではなく・・・
「かざってみたいな」

「気持ち良くなるなぁ」と声をかけたり、
「ここは苦労したんでしょ？」
「 ここをこんな風にしたんだ？」
「どんな順番でつくったの？」

「なるほど、ここをこんな感じでつくったの？」
「ここを描いた後に紙をはったんだね？」

大人は自分の価値観をいったん脇において、
子どもと会話していると、際限なく話が広がっていき、
子どものいろんな考え方が見えてくるのです。

★
★


